
「環・未ネットだより」11号
2021 年 4月
発行：しまもと環境・未来ネット
代表：金山　勉
連絡先：島本町役場環境課内

Tel:075-962-2863

Fax:075-961-6298

　P1 　

　北極圏犬ゾリ探検家の見た地球温暖化（しまもと環境・未来ネット 2021 年度総会記念講演に変えて）

山崎哲秀さんには、2018 年 6 月に島本町ふれあいセンターで「北極圏を犬ぞりで

ゆく」の講演会をしていただきました。

コロナ禍拡大防止自粛で３密をさけて当会は講演会などの活動を休止していますが、

グリーンランド、シオラバルクからオンラインで投稿していただいた記事を総会記念

講演とさせていただきます。

○グリーンランドと新型コロナウイルス事情
コロナ騒動が止みません。いま私は、北極・グリーンランドに滞在中です。
グリーンランドと言う名前から、暖かい国を連想する人も多いようですが、実は
グリーンランドは、島全体の80％が氷に覆われた、北極地方にある世界最大の島
です。島を覆う氷の最深部は3000m を超える厚さがありますから、殆ど氷の島と
言っていいと思います。

面積は日本の約 6倍で、広大な割に人口は少なく、沿岸部にわずかにある陸地の部分に、現在は 6万人弱の人た
ちが暮らしています。何千年という大昔から、先住民族エスキモー（イヌイット）の人たちが中心に、居住して
きました。現在は、デンマークの自治領土となっています。
グリーンランドでも、新型コロナウイルスの話題は尽きません。ただし大型航空機の乗り入れが出来る空港が少
なく、国の規模的にも鎖国政策をとり易いのでしょう、これまでの総感染者数は 30人（全ての人が治癒）に留
まっており（2021 年 2月末現在）、世界でも南極大陸に続いて安全な場所、とも謳われています。
世界中で 12月頃からまた、爆発的に増加した感染者に合わせるように、クリスマスから新年にかけての休暇が
終わったあと、グリーンランドでは緩和されていた入国規制が再び強まり、海外からの渡航が禁止なっている状
況が続いています。またそれに合わせるように、グリーンランドでは 1月中旬頃から、予防接種が開始されまし
た。早くこれまでの元の生活になるのを、祈るばかりです。

○北極に見る温暖化の影響
　そんな世界最北の先住民族の村である、シオラパル

ク（北緯 77°47′、西経 70°38′）に、私は 30年以
上も通い続けています。
近年、地球温暖化の問題がクローズアップされていま
すが、ここシオラパルク村がある、世界最北の人々が
居住するグリーンランド北西部地方では、どんな影響
があるのでしょう。
これまで自身の目で実際に見た、生活の中で体感出来る、
自然環境の変化は下記の 2つです。
① 海氷が流失しやすくなった。厳冬 2月、海氷が流れて、舟で猟が出来る様になった
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海が凍り付く時期が遅かったり、春になり海氷が崩壊して流失する時期が早かったりなど、以前とは違い不安
定になっています。2007 年に海氷が崩壊流失し、私が操る犬ぞりチームが、海に流されてしまう事故に遭遇し
ました。自身の身も危機一髪でした。
②グリーンランドでも比較的暖かな、南部の海域でしか獲れなかった魚類が、北部の海域でも捕獲されるよう
になった。
海氷上からタイセイヨウオヒョウやカラスガレイ釣りをする生業がありますが、これまで釣れなかったタラ類
やオオカミウオ類などが仕掛けにかかるようになりました。また南部の海域にしかいなかった、シシャモ類が
夏季に泳いでいるのも確認されています。
北極域は地球上で最も自然環境の変化が表れやすい場所と言われています。特に北極海の海氷や、氷河の融解
速度が著しいようで、世界中の研究者の方たちも注目しており、日本からもグリーンランド北西部地方へ、毎
年のように、地球の気候変動（温暖化）の進行具合を究明すべく、また今後の気候変動の予測をつけるべく、
観測調査に訪れるようになりました。私も日本チームの観測支援をさせて頂いてます。

（※アンダーライン文字は、山崎さん原稿を修正しています）

・

北極圏気象変動観測活動、活動中の日々のスケジュール
　１． 朝夕の、手動による気象観測
　２． 11 月から 2月中旬の極夜の間は、正午前後に南の空が明るくなるのに合わせて、雲形の写真を、裏山から毎日撮影。
　３． また雲形写真撮影に合わせて、毎日の海氷の変化も写真記録（これは変化があれば、滞在期間中継続）
　４． 天気のいい日は犬ぞりを利用して、シオラパルク前のフィヨルド内に設置した、全 9定点を日替わりで回り海氷データを収集します。
　　　① 海氷の厚さ（アイスドリルで氷に穴を開ける）　、②穴を開けた孔内の水位確認、　③海氷上の積雪の有無、　④ 積雪表面、表面から 5.0cm
　　　深、海氷表面の各温度を測定、　⑤積雪断面写真、　⑥積雪表面の雪の粒度ゲージを添えて写真に記録、　⑦東西南北の雲形写真を記録、　⑧東西
           南北の海氷上の写真を記録 ,    ⑨ 海水深度、－4.0m, －3.0m, －2.0m, －1.0m で塩分濃度や海水温度のデータを記録（遠い地点へは、犬ぞりでの
           移動時間と作業時間合わせて 3～ 4時間の時間を要します）
     ５． 村に戻り、収集したデータ整理（パソコンでデータ整理をしますが、1地点で 1時間ほどの時間がかかります）
     ６． 活動の脚となる犬たちの世話（常に見回りをしたり、餌を与えたり。メス犬が仔犬を産んだ時には育ててやったり、世話にかかる時間も多大です）
上記が日々のスケジュールで、これに加えて、直接研究者の方たちが、がこちらに観測調査に訪れる時は、一緒に活動を共にしサてポートします。
主に野外での安全対策（寒さへの対策、ホッキョクグマに遭遇するのに備えて対策などなど、長期キャンプを張る時は、設営全般を見たりして、観測
調査がやりやすいようにサポートします）

○温暖化現象報道は、すべて正しいの？　特に北極グマのこと。
よくメディアで、海に迫り出した氷河が崩れ落ちる映像が、温暖の影響によるものだと紹介されているのを見
ます。確かに迫力のある映像ですが、この現象に関しては、氷河は常に流動していますから、一年を通じて普
通に起こる現象ですので、過度に温暖を煽る報道と言っていいと思います。私も氷河近くの海氷上で活動して
いるとき、冬にも氷河崩壊現象は、しばしば見かけます。
また、北極グマ絶滅の危機も、地球温暖化の引き合いに、よく出されているのを目にします。温暖化で北極海
の海氷が溶けて無くなり、海氷上から餌となるアザラシが獲れなくなるこ
とが主な理由として挙げられています。
しかし、実際に住んでいる人々や、私のように 30年以上通い続け、実際に
見てきた北極グマのこととは、少し意見が食い違います。私たちが実際に北
極で目のあたりにしているのは、近年は北極グマが以前よりも増えていると
いうことです。これには、猟師の激減により狩猟がされなくなったこと。
また過度な動物保護による増加も考えられると思います。増加する北極グ
マが、近年は人里に出現したり、人間を襲って死なせる事故が、度々起こっているのが現状です。
北極グマ激減については、カナダ本土にある北極グマ生息地帯が、よく引き合いに出されていますが、ここで
はある時期にスポーツハンティング（ゲームとしての狩猟）を愛好する人たち（先住民族ではありません）に
よる、北極グマの密猟や乱獲が行われていたことを、見逃してはいけないと思います。
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個人的には過去のひどい密猟・乱獲による激減の歴史を、温暖化の中に隠してしまう意図を勘ぐってしまいます。
北極グマは、13～ 14万年ほど前から生息を始めたと言われていますが、それから現在に至るまでの地球は、温
暖期と寒冷期を繰り返し、地球の平均気温はなんと、今よりも 5℃以上も高かった時期が度々あったことが、科
学的にも証明されています。そんな変動の中を北極グマは生き抜いてきました。
また、先に挙げた餌については、北極グマは夏に、沿岸で昼寝しているセイウチを捕獲したり、鯨も餌の一つに
していたりと、決して海氷無しに、餌を捕獲できないわけではありません。私見で言わせて頂くと、北極グマは
“図太く生命力のある動物” です。今くらいの温暖で絶滅するとは思えません。殆ど実施されていない生体数調査
などを繰り返し、経過を見ていくことが必要だと思います。

○温暖化は北極に住む人々にとって、生活し辛い？ 北極の生活環境のこと
これも私見ですが、北極に住む人々にとって、温暖な気候が必ずしも悪いわけでないという気がしています。
これは、北極における生活環境の最新事例なのですが、今冬は 2月中旬の厳冬期に、シオラパルク村のあるフイ
ヨルド内の海氷が流失してしまうという、住民の人たちも過去に経験がないような事態が起こりました。海が開
き、厳冬期の 2月では考えられなかった、船を利用しての狩猟が一時的に可能だったのです。海に氷が張ってい
たら、犬ぞりを用いて狩猟をするのが普通なのですが、犬ぞりでは獲物が獲れないことも多く、決して効率のい
い猟法ではありません。狩猟で得られる獲物は、北極で生活してきた人々にとっては、貴重な食糧となり、また
冬場の生活を支える犬たちの餌にもなります。

ところがこの 2月は、海氷が流失したお陰で、船を利用して、セイウチがいとも簡単に 4頭も獲れてしまいま
した。思わぬ臨時収獲だったわけです。村人たちが大喜びをしている光景を目のあたりにすると、果たして温暖
な気候は、北極に住む人々にとっては、ある意味でとても過ごしやすいのでないか、と思えたのです。寒さに凍
える日は、少なければ少ないほど過ごしやすいはずです。

エスキモー（イヌイット）の人たちの生活を支えてきた犬ぞり

船を使ったセイウチ猟・大猟

○北極ではCo2 問題はどうなっているの？北極の自然環境のこと
また自然環境問題（地球温暖化）には、エネルギー問題が大きく絡んでくると思います。北極ではエネルギー問
題はどんな状況なのでしょう。冬にマイナス 30℃、40℃と冷え込むことがある北極地域では、家屋内の暖房は欠
かせません。北海道（北国）でもされているように、24時間中、屋内を暖め続けるのが普通です。
ここグリーンランド北西部地方に関しては（おそらく北極全域）、主力は化石燃料となります。自然エネルギーの
利用で Co2 排出を抑え、温暖化問題を改善して行こう、というのが先進国での流れになりつつありますが、ここ
シオラパルクで言えば、10月中旬から 2月中旬にかけての 4ヶ月間は、太陽が昇らない極夜（白夜の反対の時期）
で、また初春の 3月と初冬の 10月は太陽が低すぎて、ソーラーチャージができません。北極で太陽エネルギー
を、主とする電力の一つとして利用するなら、太陽の力を頼れない半年分のエネルギーを蓄電できるような、相
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当な高性能な蓄電システムが開発されないことには、現実的ではありません。また風力に関しても、強烈な
ブリザードで鉄塔が倒壊したり、プロペラ部が天気の状態によって凍り付いてしまったりと、やはり技術的
にまだまだ改善する余地があります。そして水力発電は、冬には水が凍り付くという問題があります。

このように、それぞれの国々によって、環境問題に取り組む視点が変わってくるように思います。先進国を
中心に、いろんな状況下において、環境問題を改善して行く取り組みが必要だなあ・・と、北極に通い続け
る中で感じるようになりました。
一度便利な生活を経験すると、原始時代の生活に戻れる人は、殆どいないと思います。30年以上も前に訪れ
た時のシオラパルク村は、まだランプ生活を営んでいましたが、しばらくして村に灯りが灯ってからは、短
期間のうちに、生活環境が劇的に様変わりしました。各家庭にテレビや冷蔵庫などといった電化製品が一台
あるようになり、また、もともと村には緊急用の無線電話が一台きりしか無かったのが、各家庭に電話回線
が敷かれ、やがてパソコンによるインターネットの時代がやってきました。そして今や、最新の携帯電話も
普通に使われており、日本の私たちとも変わらない生活が、北極地方でも営まれています。こうなるともう、
昔のような原始的な生活に戻れる人は、殆どいないでしょう。
個人的に言うと、例えば日本の夏は、北極から帰国すると暑すぎて、どっぷりとクーラー生活に浸ってしま
いますし（苦笑）、出張に行くにも、昔の人のように街道を延々と歩いて、というわけにもいきません。
考えれば考えるほど、環境問題を唱えることに矛盾が出てきてしまい、どこで折り合いをつければいいのだ
ろう・・と感じるこの頃です。
ブームとなった “温暖化 “報道は、最近は随分と少なくなった気がします。人為的なものと考えられる急速
な気候変動を、私たち人間が、便利な生活をすることによって引き起こされていく “環境問題” としてとら
え、今後も意識していきたいと思います。

○これから環境問題には、どう取り組めばいいの？

12 月 22 日（冬至のころ）正午の南の空

山崎 哲秀（やまさき てつひで）
犬ぞり北極探検家
1967 年 10 月兵庫県生まれ。幼少期を福井県、少年期を京都で過ごす。大阪府高槻市在住。2児の父親。
1988 年にアマゾン河イカダ下り単独行を経て、1989 年からは北極圏（主にグリーンランド）遠征を繰り返し、グリー
ンランド北西部エスキモー式の犬ぞり技術や狩猟技術を伝承される。
北極圏での数々の観測調査をはじめ、第 46 次日本南極地域観測隊（越冬）にも参加し、現在は犬ぞりによる “アバン
ナット北極圏環境調査活動” と合わせて、“グリーンランド北西部地方と日本の地域との姉妹都市提携” に向けて取り組
んでいる。
※活動の様子を知りたい方は、下記をご覧ください。
ホームページ　北極圏をテツがゆくwww.eonet.ne.jp　
活動の様子を綴るブログ avangnaq.blog.jp　

北
極
圏
を
テ
ツ

が
ゆ
くHP

大人も楽しめる「ふしぎな
　　　北極のせかい」です。

repicbook（リピックブック）株式会社

・北極と南極の違い
・マイナス 40℃の世界
・北極の生きものたち
・北極の空
・北極の食事
・動物や魚の捕まえ方
・犬ぞりの話
・北極の現代の暮らし
・北極の歴史と昔の暮らし
・犬ぞり探検家のこと



会場の旧採石場（尺代）

シカの食害からガードします。

第 2部はシイタケ

の植菌です。

種ゴマうちを終えた

ホダギは持ち帰り、

自宅で栽培するか、

山で山伏した後（1

年ほど）自宅に持ち帰

り収穫します。

自宅栽培には、ホダ

ギが乾燥しないよう

に注意が必要です。 小さなお子さんは、お父さんが

ガッチりサポートします。

しまもと環境・未来ネットの活動

感染症感染拡大防止を考慮して、3密を避ける活動として、森林環境を楽しむ、植樹やシイタケ植菌を一般
参加の方々を交えて 12 月中旬に尺代元採石場跡地で行いました。
小さなお子さんもお父さんやお母さんらの手助けで、スコップ、クワ、電気ドリル、金づちをつかって木を
植えたり、シイタケの菌うちをしたりしました。
植えた木は、コナラ、クヌギ、山サクラ、紅葉で、お子さんが成人になったころにはどれほど大き
く成長をしているか、楽しみですね。

ドングリから育てた苗も植樹しました。

　あけた穴に「コマ」を打ち込みます。

シイタケが収穫出来るまでを説明しました。

イベント会場まで各自参加のため

自動車が整列しました。

広場に穴を掘り、栽培土と苗を入れます。

第 1部は植林です。
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しまもと環境・未来ネットの活動
自然環境部会　川の美化推進グループ

水無瀬川（尺代と二中付近）の清掃や支障木の除去をして、川の美観を保つ様に活動しています。
盛夏期を除いて、基本的に月一回、月初めに活動を継続しています。以下、運営委員会での報告を掲載
します。
2 月 7日（日）、参加者 11名で、尺代大橋上流河川両岸整備 （※R2.12/6 の 継続）
①左岸のツル類、実生幼木、竹 ( ハチク ) 等、伐採及び刈取り、②右岸に集積の朽ちた樹木、竹の処理 (昨年 5~6
　月伐採 ) ③左岸のゴミ収集 /段ホール片、飲料缶、 トレービニール袋片、他流積ゴミ 2 袋
○尺代沈砂地隣接地整備 　①刈取リツル類、小木玉切り集積保管分の処理　 ②切株 ( イバラ等 ) ツル類 ( 葛 ) の
　根株掘削 
○安全対策
・始 業 時 ミ ー テ ン グ
1) 準備運動 ( ラ ジオ体操第一実施 )　2) 作業内容確認
3) 安全対策（安全帯、ロープで身体確保 、梯子使用、複
　数人員で作業進める ( 梯子移動等 ) 　4危険予知行動目
　標（移動時の足元確認 ( 切株、ツル類等での躓き、急勾
　配移動時の身体確保励行、動力機械使用時に防護具着用 
・報告事項 ( 特記事項、ヒヤリ・ハット体験なし）
○申し送りその他　1、 次回の活動予定 : 3/7( 日 ) 1) 活動地 : 尺代大橋上流両岸整備
○今後の予定活動地と活動内容 ※行政、地元の依頼案件 1) 活動地 : 尺代大橋周辺高木伐採整備と植樹、不法
　投棄ゴミの収集 　2) 活動地 : 水無瀬川右岸竹林、雑木林整備 (谷川橋 ~第二中学校 )　3) 活動地 : 水無瀬川上
　流整備 /倒木、枝折れ等処理 (尺代車止め ~乙女の滝付近 )

尺代大橋東詰め護岸の石垣整備

エコ生活部会グループ、地元のしいたけを使ってエコクッキング
エコクッキングとは､材料の買い物､調理､片付けの一連の流れを通して､環境にやさしい 食生活を
送ることです｡　今回は地元のしいたけを使います。 

講師は、山内美智代さん（ 食育インストラクター・家庭料理研究家）
メニュー
◎ウィーン風　鶏としいたけの煮込み・豆腐ソティしいたけあんかけ・しいたけのミルク茶碗蒸し 
◎しいたけの 中華風炊き込みごはん 
日時：3月 25 日（木）　10 時～13 時、　　場所：人権文化センター　調理室
参加費：1,000 円
※ お子さんのみの参加、小学２ 年生以下のお 子さんを連れての参加は不可

エコ料理は人気のプログラムです。

前回 10 号の「ひと山まるごとプレーパーク」は。その記事を読んでいただいた山主さんが、ご自分の山の使用を申し

出でていただきました。「ひと山」から現地を見にきていただいたり、こちらから「ひと山」を見学に行ったり、事業

者を探したり、しましたが進展がありません。屋外でこころおきなく遊べる場所は貴重だと思いますが、「山」がある

だけでは成立しないことが分かってきました。池田の活動は、2001 年頃、社会のなかで不登校問題が顕在化してきた

折に、なんとか彼らの居場 所をつくりたい、と言う思いから、当時の協会理事長 ( 立石美佐子氏 ) が「子ども達の日常

のしん どさから離れて自由気ままにのびのびと過ごせる遊び場の必要性」を感じて、プレーパークを構想 したのが始

まりです。

あとがき

T.Y
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	2111号だより＿p6

